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ハクサンシャジンなどのお花畑（2017.8.6 白山にて自然環境研究センター小出撮影） 

今回の速報では、今年度の調査結果及び調査関係者の皆様から頂いた情報等から、第４期とり

まとめ報告書を公開したこと、南アルプス（北岳）でシカの食害が懸念されること、2023 年は高

山でも高温であったこと他をご紹介します。 

第 4 期とりまとめ報告書を作成しました 

本調査では５年毎に調査結果のとりまとめを行っており、今年度、

４回目のとりまとめとなる「モニタリングサイト 1000 高山帯調査

2008-2022 年度とりまとめ報告書」を作成しました。この中では、こ

れまでの調査から分かってきたこととして、雪解け日に早期化の傾向

はない一方で風衝地の凍結終日は一部のサイトで早まる傾向があっ

たこと、ハイマツ年枝伸長量は過去数十年の間に全てのサイトで増加

傾向にあること、高山植物について地表面温度が上昇すると開花が早

まる種があること、地表徘徊性甲虫について高山性種の種数と個体数

が減少傾向にあること等が分かりました。 

モニタリングサイト 1000 の事業全体では、各生態系分野の調査で

明らかになったことを分かりやすくまとめた「モニタリングサイト

1000 第４期とりまとめ報告書概要版」が昨年 10 月に公表されまし

た。さらにその内容を紹介したパンフレットも近々発行予定です。 

この報告書は下記のモニタリングサイト 1000 ウェブサイトに掲載されており、パンフレットも

近日公開予定ですので、ぜひご覧ください。 

（https://www.biodic.go.jp/moni1000/findings/reports/） 

特集：南アルプス（北岳）高山帯のお花畑で発生したシカ食害 

（一財）自然環境研究センター 三村 昌史， NPO 法人芦安ファンクラブ 清水准一・長田佳久 

北岳は国内で富士山に次ぐ第２位の高峰（標高

3,193m）として著名ですが、固有種のキタダケソウをは

じめ高山植物の多様性が特に高い山岳のひとつとして

も知られます。 

ダケカンバの樹林や背の高い草本群落が広がる北岳

の亜高山帯では、増加したニホンジカによる食害が早く

から目立ち始め、山梨県山岳連盟による 2007 年の調査

時点でその被害が広範に確認されていました（2007 年

12 月 12 日付山梨日日新聞）。現在、かつて亜高山帯でみ

られたシナノキンバイなどのお花畑はすっかり様変わ
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北岳固有種のキタダケソウ（2015.６.15） 
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りし、防鹿柵で保護した一部の場所を除いて、マルバ

ダケブキやハンゴンソウなどのニホンジカが食べ残

した植物だけが目立つ状態になってしまいました。 

そんな残念な思いを抱きつつ亜高山帯の登山道を

登っても、高山帯の稜線に達し、北岳の南東斜面を

横切る通称「トラバース道」の登山道に入ると、季

節ごとに色とりどりの花々が咲き乱れるのを目にす

ることができ、これまでは少し安心していたもので

す。 

しかし、昨年 2024 年はそんな百花繚乱のトラバ

ース道に異変を感じざるを得ませんでした。ついに

高山帯お花畑の中にニホンジカの踏み荒らしが至るところに見受けられるまでになり、高山植物が

食べられた痕も目立つようになっていたのです。 

 

トラバース道には、「プロット B」と呼んでいるモニ

1000 高山帯調査の地点があります。この地点では 2009

年の試行調査を含め５年間隔で植生調査をしてきまし

たが、キタダケソウの食害がここで確認されたのは 2024

年の調査が初めてで、しかも１×10m の調査区内で確認

されたその数は 28 か所（メッシュ数）に及びました。

実は、トラバース道では 2023 年にキタダケソウの花茎

が途中で切れているのを確認していたのですが、その際

はニホンジカの食害なのか確信がもてませんでした。し

かし、2024 年の状況からすると、すでに 2023 年にはキ

タダケソウはニホンジカに食べられはじめていたと考

えられ、食害の頻度は 2024 年に一気に増えてしまったようです。キタダケソウが食べられたのはい

まのところ花の部分だけのようですが、それでも種子が残せないと次の世代ができませんので、今

後の影響が心配されます。 

 
北岳高山帯のお花畑（2012.８.11） 

 
ニホンジカの踏み荒らし 

矢印の部分の植物が少なくなって

土壌があらわになり、道のようにみ

える部分もできています。（ 2024.

８.22 トラバース道沿い） 

 

キタダケソウの花の食痕 

花茎から種子が落ちた痕 a と比

べ b は途中で切れていて、食痕

とわかります。（2024.８.22 プロッ

ト B 調査にて） 

 
a 

b 

 

2023 年に確認されていた 

キタダケソウの花の食痕 

この株のほとんどの花茎に食痕があり（矢印）、

ニホンジカが花を好んで食べたことがわかりま

す。（2023.８.12 トラバース道沿い） 

 

北岳高山帯稜線付近のニホンジカ足跡 

（2023.７.27 北岳山荘～中白根山間） 



3 

 

環境省の別事業で実施しているセンサーカ

メラの調査では、すでに 2010 年には高山帯稜

線上にある北岳山荘付近でもニホンジカが撮

影されています（環境省自然環境局，2011）。こ

れまで、私たちもシカの足跡や食痕を北岳の高

山帯で確認していましたが、頻度としてはまだ

低い状態でした。2024 年は例年より北岳の雪解

けが早く、モニ 1000 高山帯調査の地温調査の

結果でも、プロット B の「推定凍結日の終日」

（地下 10 ㎝の日平均地温が０℃未満の日を「推

定凍結日」とし、それが確認されなくなる日）

が 2009 年の観測開始以降３番目に早かったこ

とがわかっています。北岳では、登山バスが運

行を始める６月下旬までは登山者が少なく、ニ

ホンジカにとって、その期間は登山者を警戒する必要があまりありません。そのため、雪解けから

バス開通までの期間が長くなることで、ニホンジカが高山帯のお花畑に進出する機会が増えてしま

ったことが、今回の食害の顕在化に繋がってしまったと考えています。 

トラバース道より下の亜高山帯の斜面では、以前よりミヤマバイケイソウ、タカネヨモギ、タカ

ネコウリンカなどのニホンジカの不嗜好性植物が群生している場所ばかりになっていましたので、

高山帯お花畑の危機はだんだんと迫っていたとも言えます。そのうえ、2021 年・2022 年は、新型コ

ロナウイルス感染症の拡大によって北岳の山小屋は休業や部分的な営業となり、登山者は大幅に少

なくなっていましたが、これはニホンジカにとって都合のよい状態となってしまったのでしょう。

トラバース道沿いでも数年前からシナノキンバ

イ、イブキトラノオ、タカネスイバ、オンタデ

などに食害が見受けられる頻度が増えていまし

たが、これらは亜高山帯からみられる植物で、

ニホンジカはこうしたいわば食べ慣れた植物が

まだ残っている場所を伝って、高山帯のお花畑

にまで進出してきたと推測しています。 

ニホンジカは、夏季に利用した好適な餌場を

よく覚えていて、そこに繰り返しやってくる習

性が強いとされます。そのため、昨年のように

今後も温暖化の影響で雪解けが早い年が続いて

しまうと、北岳高山帯のお花畑は数年先に甚大

なダメージを受けてしまう可能性が高いのでは

と、私たちは心配しています。モニ 1000 高山帯調査では、このようなシカ食害についてより広域的

にいち早く把握していくためにも、多地点での植生調査（追加的植生調査）を実施するための準備

を進めているところです。 

 
【引用文献】 山梨日日新聞（2007 年 12 月 12 日報道）シカ食害高山帯に拡大「姿消した植物」も 北

岳を県山岳連盟調査 早急な対策訴え 
環境省自然環境局（2011）平成 22 年度南アルプス国立公園ニホンジカ対策検討業務報告

書．財団法人自然環境研究センター. 

 

 
北岳亜高山帯の植生変化 

ミヤマバイケイソウ、タカネヨモギ、タカネコウリンカなどニホン

ジカが食べ残した植物だけが目立つ。（2024.７.28 旧北岳

小屋付近） 

 

高山帯付近まで登ってきたニホンジカ 

（2023.８.21 中白根山直下付近） 
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2023 年は高山でも高温だったようです 

本事業のサイトでは 2010 年頃から各サイトで 1 時間おきに気温を測定しており、概ね秋頃に前

年のデータを回収しています。その結果から 2023 年の高山は測定開始してから最も暑い年であっ

た可能性があることが分かりました。各年の年平均気温を計算して比べたところ、１サイトを除

き、2023 年が 1 番高くなっています（表）。 

 

表 測定開始以降の年平均気温と高温な年 

 
空欄は欠測したため順位なし。赤字は一部欠測値を含むデータから求めた順位であることを表す。  

北アルプスの蝶ヶ岳ヒュッテの 2012 年から 2017 年までの気温は常念小屋（標高 2,450m）の年平均気温から求めた推定値

（気温の逓減率 0.55℃/100m を用いた）。富士山山頂のみ気象庁のデータを使用。 

 

気象庁によると 2023 年の年平均気温は全国的に高く、北・東日本では 1946 年の統計開始以降

１位の高温だったそうです。ただし、気象庁の観測所はその多くが人里近くの標高が低い場所にあ

るため、日本各地の高山でも同様の傾向が確認されたことはとても重要です。2024 年も秋まで高

い傾向のサイトが多く 2023 年を超えるかもしれません。 

簡単じゃない高山での気温測定 

表のとおり気温データの欠測が大変多く

なっています。主な原因は、温度計の故障

や機材の破損のためです。2024 年も冬に南

アルプス（北岳）北岳山荘と白山室堂平白

山荘の温度計が通風シェルターごと落下し

て雪に埋まってしまい、しばらくの間、気

温が測れませんでした。南アルプスでの落

下の原因は、温度計の入った通風シェルタ

ーの取り付け金具が、強風のため根元から

折れたためでした。高山帯は平地と比べて

厳しい環境のため、測定を中断しないため

には特別な工夫が必要です。貴重なデータ

の欠測を避けるため、今後も機材や手法の

改善を続けます。 

プロット 標高(m) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

大雪山赤岳
コマクサ平

1,840 -3.1 -2.8 -3.0 -3.1 -2.0 -3.2 -3.2 -2.5 -2.3 -1.9 -2.2 -1.4

北アルプス（立山）
風衝地

2,705 -2.7 -1.4 -1.5 -1.2 -0.7 -0.9 -0.3

北アルプス（立山）
富山大学立山研究所

2,830 -3.0 -3.3 -2.9 -1.8 -1.5 -2.9 -1.4 -1.7 -1.9 -1.2

北アルプス（蝶ヶ岳～常念岳）

蝶ヶ岳ヒュッテ
2,654 -0.7 -0.3 -1.0 0.1 0.2 -1.3 0.7 0.6 0.5 -0.1 0.8

白山室堂平
白山荘

2,448 0.3 -0.6 -0.1 -0.3 -0.5 0.7 0.7 0.8 0.7 0.5 1.4

南アルプス（北岳）
北岳山荘

2,880 -1.6 -1.7 -1.0 -1.7 -0.3 0.0 -1.8 -0.3 -0.5 0.1

富士山森林限界付近
（上部樹林外）

2,350 3.2 3.3 4.6 4.6 3.5 4.4 4.3 4.4 4.2 4.0 4.6

富士山森林限界付近
（下部樹林内）

2,350 3.1 2.7 3.6 3.3 4.4 4.4 3.1 4.5 4.0 4.3 4.1 3.9 4.6

富士山山頂（気象庁） 3,775 -5.2 -6.3 -6.8 -6.1 -5.2 -4.9 -6.6 -5.4 -5.2 -5.5 -5.4 -4.9

は1位 は2位 は3位の年を表す各欄の色について

南アルプス（北岳）北岳山荘に設置した温度計の入った 

通風シェルター破損前（左）と破損後（右）  

ポールに取り付けた金具が強風で折れてしまった 
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調査サイトのこぼれ話（白山） 

  

白山国立公園は富山、石川、福井、岐阜の４県にまたがって指定されています。白山とは御前峰

（2,702m）を主峰とする、剣ヶ峰（2,677m）、大汝峰（2,684m）などの山々を含んだ総称です。高山

植物にはハクサンと名前のつくものが多くありますが、それは高山植物の研究が始まったころ、多

くの研究者が白山を訪れ、ここで見つけた高山植物に名前をつけたためと言われています。 

 

ハクサンシャクナゲ   ハクサンフウロ  ハクサンイチゲ   ハクサンタイゲキ  ハクサンコザクラ 

 

そんな高山植物で有名な白山ですが、困ったこともあります。それは、セイヨウタンポポなど

の外国産の植物や、オオバコなどの低地性の植物が高所にまで侵入していることです。それらは、

人の靴や荷物、車などに付着して侵入し、高山植物の生育場所を奪ったり、在来植物と交雑したり

して問題になっています。そのため、白山では毎年、種子除去マットの設置などの侵入防止対策や

ボランティアなどによる除去活動が行われています。 

 

  
   夏でも雪渓が残る五色ヶ池（2017.8.6）              靴底の種子をとるために設置されたマット（2017.8.7） 

  

白山では、高山植物だけでなく、山頂部付近の雪渓や五色ヶ池を始めとする 7 つのお池めぐりな

ど、高山ならではの景観を楽しむことができます。皆さんもぜひ訪れてみてはいかがでしょうか。 
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